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ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
友
の
会
会
長

 
　
　
　
　
　
　
日
比
　
正
徳

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

ご
家
族
お
揃
い
で
清
々

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、

新
天
皇
が
即
位
し
て

元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
、

参
院

選
自
公
政
権
の
選
択
、

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー

ル
ド
カ
ッ

プ
の
日
本
開
催
、

消
費
税
引
上
げ
、

高
度
外
国
人
技

術
者
の
永
住
権
獲
得
等
が
あ
り
、

更
に
、

東
京
五
輪
ム
ー

ド
も
日
増

し
に
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、

隣
り
の
韓
国
と
の
関
係

は
悪
化
。

世
界
的
問
題
も
多
く
、

米
中
の
経
済
摩
擦
等
は
、

多
方
面

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、

赤
字
国
債
予
算
の
拡
大
、

教
育
改

革
、

消
費
税
、

定
年
延
長
、

働
き

方
改
革
、

女
性
の
社
会
進
出
、

外

国
人
労
働
者
の
増
大
、

年
金
医
療

問
題
、

介
護
離
職
、

老
々
介
護
等

す
べ
て
の
根
源
を
探
っ

て
い
く
と

総
人
口
減
少
・
労
働
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
背
景
と
な
っ

て
い

ま
す
。

本
年
中
に
女
性
二
人
に
一

人
が
五
十
歳
以
上
の
社
会
に
な
り

ま
す
。

出
生
率
低
下
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
で
成
功
し
た
外
国
の

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、

最
優
先
で

解
決
願
い
た
い
も
の
で
す
。

対
応
と
し
て
は
、

グ
ロ
バ
ー

ル
共

通
部
品
の
生
産
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

工
場
で
開
始
し
ま
し
た
。

現
地
調

達
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
ジ
ア
市
場
向
け
自
販
機
の
需
要

増
に
対
応
す
る
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

足
元
の
市
場
環
境
を
注
視

し
、

充
分
な
分
析
を
行
い
、

的
確

な
対
応
が
図
れ
る
よ
う
「

マ
ザ
ー

工
場
」

と
し
て
、

引
き
続
き
強
固

に
支
援
し
て
行
く
考
え
で
す
。

　
下
期
も
残
す
と
こ
ろ
三
ヶ

月
と

な
り
ま
し
た
が
、

国
内
自
販
機
で

は
、

五
年
ぶ
り
に
二
０
二
０
年
機

に
お
い
て
、

缶
・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
自
販
機

の
モ
デ
ル
チ
ェ

ン
ジ
、

更
に
、

新

商
材
の
リ
リ
ー

ス
を
控
え
て
お
り

三
重
工
場
は
、

高
操
業
と
な
る
見

込
み
で
す
。

ま
た
、

店
舗
分
野
で
も
、

新
型
釣

銭
機
の
増
産
対
応
を
図
る
計
画
と

な
っ

て
お
り
ま
す
。

関
係
会
社
を

含
め
た
皆
の
知
見
を
結
集
し
、

一

丸
と
な
っ

て
諸
課
題
に
対
応
し
て

参
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
、

友
の
会
、

関
係
各
位

と
従
業
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
、

本
年
が
益
々
良
い
年
に
な
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
昨
年
、

相
次
い
で
襲
来
し
た
台

風
十
五
号
及
び
十
九
号
は
、

各
地

に
甚
大
な
災
害
・
被
害
の
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々

の
心
中
は
い
か
ば
か
り
か
と
胸
が

痛
み
ま
す
。

こ
こ
何
年
か
、

日
本
全
国
で
何
十

年
に
一
度
か
と
い
う
集
中
豪
雨
が

度
々
襲
来
。

海
外
の
あ
ら
ゆ
る
所

で
も
、

同
じ
様
な
災
害
が
頻
繁
に

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、

地
球
規
模
の
視
点
で
は

北
極
圏
で
海
氷
が
ど
ん
ど
ん
溶
け

続
け
、

二
十
％
も
減
少
し
て
い
る

と
の
こ
と
。

そ
の
影
響
に
よ
り
生

態
系
に
異
常
を
き
た
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

ま
た
、

そ
の
こ
と
で
海

面
が
上
昇
し
、

小
さ
な
島
々
や
海

岸
に
居
住
を
構
え
る
民
族
が
住
む

所
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
い
っ

た
ニ

ュ
ー

ス
や
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー

番

組
を
度
々
拝
見
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
ぼ
全
て
の
原
因
が

ご
承
知
の
如
く
、

二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
増
大
に
よ
る
地
球
温
暖
化

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

更
に
、

二

酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
の
七
十
％

を
先
進
諸
国
が
占
め
、

そ
の
反
面

排
出
量
の
少
な
い
、

出
さ
な
い
国

々
や
島
々
の
大
半
が
そ
の
被
害
を

被
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
さ
て
、

そ
の
二
酸
化
炭
素
は
何

か
ら
排
出
さ
れ
る
か
と
言
う
と
、

自
家
用
自
動
車
を
含
め
た
各
種
乗

物
か
ら
出
る
排
気
ガ
ス
、

公
共
施

設
及
び
家
庭
等
に
お
け
る
電
気
の

使
用
、

並
び
に
、

あ
ら
ゆ
る
物
品

の
消
費
と
そ
の
ゴ
ミ
処
理
‥

等
、

日
々
の
生
活
の
中
か
ら
も
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。

　
で
は
、

私
達
は
何
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、

と
い
う

こ
と
で
す
が
、

今
の
便
利
な
生
活

様
式
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
暮
ら

し
て
い
る
と
な
か
な
か
難
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、

外
出
の
際

の
公
共
交
通
機
関
利
用
の
励
行
、

家
庭
に
お
け
る
節
電
、

家
庭
ゴ
ミ

の
減
少
等
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

も
二
酸
化
炭
素
排
出
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の

実
践
が
大
き
な
効
果
に
結
び
つ
き

ま
す
。

私
達
の
時
代
だ
け
で
は
な

く
、

子
・
孫
の
代
、

更
に
は
、

そ

の
次
の
代
の
家
族
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
為
に
も
、

私
達
の

義
務
と
受
止
め
、

実
践
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

　
　
（

佐
野
）

　
日
本
の
少
子
高
齢
化
は
、

世
界

に
類
を
見
な
い
。

高
齢
化
率
は
、

六
五
歳
以
上
の
人
口
割
合
で
表
し

一
九
八
五
年
十
％
が
、

二
０
０
五

年
二
十
％
に
な
り
、

二
０
一
五
年

二
五
％
に
。

更
に
、

二
０
二
五
年

に
は
三
十
％
に
到
達
。

そ
の
後
も

増
加
し
、

年
金
に
も
大
き
く
関
係

し
ま
す
。

　
私
ど
も
三
重
退
職
者
友
の
会
も

会
員
数
減
少
と
高
齢
化
に
直
面
し

最
近
十
年
間
の
比
較
で
は
、

会
員

数
八
四
七
名
か
ら
六
六
三
名
に
減

少
。

一
方
、

八
十
歳
以
上
会
員
は

七
五
名
か
ら
二
五
０
名
強
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
傾

向
と
会
員
の
高
齢
化
は
、

今
後
共

避
け
ら
れ
ず
、

友
の
会
運
営
上
の

重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「

趣
味
の
会
」

及
び
「

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
」

の
評
価
は
す
こ
ぶ
る
高

く
、

嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

関
係

者
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
日
頃
耳
に
す
る
が
、

本
質
を
理

解
し
か
ね
る
言
葉
に
「

平
均
寿
命

・
平
均
余
命
・
健
康
寿
命
」

が
あ

り
ま
す
。
「

平
均
寿
命
」

は
、

そ

の
年
に
誕
生
し
た
子
供
が
何
年
生

き
る
か
の
推
計
で
、

日
本
の
平
均

寿
命
は
二
０
一
七
年
男
性
八
一
・

九
歳
、

女
性
八
七
・
二
六
歳
。

世

界
的
に
見
て
も
高
い
。
「

平
均
余

命
」

は
、

今
生
き
て
い
る
人
の
死

亡
数
が
最
大
に
な
る
年
齢
の
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。

二
０
一
九
年
男

性
年
齢
七
五
歳
の
平
均
余
命
は
、

十
二
・
一
二
年
。

女
性
十
五
・
七

九
年
で
す
。
「

健
康
寿
命
」

は
、

健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で
き
る

期
間
で
、

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
差
、

男
性
三
・
八
四
年
、

女
性

十
二
・
三
五
年
と
な
り
「

人
生
の

最
後
ま
で
健
康
に
過
ご
せ
る
」

と

い
う
社
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
健
康
寿
命
を
延
ば
す
行
動
と
し

て
、

①
適
度
な
運
動
、

②
適
度
な

食
生
活
、

③
禁
煙
、

以
上
三
点
が

提
言
さ
れ
、

生
活
習
慣
病
を
防
ぐ

生
活
の
他
、

社
会
と
関
わ
っ

て
い

く
事
が
一
番
の
早
道
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

人
と
会
い
、

会
話
を
楽

し
み
、

身
体
を
動
か
す
生
活
ス
タ

イ
ル
を
実
現
し
ま
し
ょ

う
。

　
新
し
い
一
年
が
会
員
の
皆
様
と

ご
家
族
の
皆
様
に
と
っ

て
健
康
で

明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
事
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
富
士
電
機
㈱

　
　
　
 
三
重
工
場
長

　
　
　
　
　
　
 
山
本
　
直
樹

 
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

友
の
会
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

つ
つ
が

な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、

五
月
に
令
和
を
迎
え

心
新
た
に
生
産
活
動
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
、

食
品
流
通
事
業
本
部

上
期
の
会
社
業
績
と
し
て
は
「

売

上
高
五
四
七
億
円
、

営
業
利
益
二

九
億
円
」

と
、

対
前
年
で
「

減
収

増
益
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
内
自
販
機
に
お
い
て
は
、

各

自
販
機
の
収
益
性
が
重
視
さ
れ
、

飲
料
メ
ー

カ
ー

間
の
相
乗
り
自
販

機
が
増
加
し
、

投
資
抑
制
が
起
こ

り
、

対
前
年
「

減
収
減
益
」

と
な

り
ま
し
た
。

一
方
、

店
舗
分
野
は
、

大
手
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
、

新
店
舗

拡
大
路
線
か
ら
既
存
店
舗
改
装
に

よ
る
拡
充
へ
と
方
針
転
換
が
な
さ

れ
、

設
備
機
器
等
の
需
要
増
、

更

に
、

消
費
税
増
税
に
伴
う
釣
銭
機

の
更
新
需
要
等
に
よ
り
「

増
収
増

益
」

と
な
り
ま
し
た
。

　
二
０
一
九
年
度
は
、

富
士
電
機

一
０
０
周
年
と
な
る
二
０
二
三
年

度
を
最
終
年
度
と
す
る
新
た
な
中

期
経
営
計
画
の
初
年
度
で
す
が
、

富
士
電
機
グ
ル
ー

プ
を
取
り
巻
く

市
況
は
、

米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
る

景
気
悪
化
の
影
響
に
よ
り
苦
戦
し

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下

に
あ
っ

て
も
、

当
本
部
と
し
て
上

期
に
お
い
て
対
前
年
「

増
益
」

を

確
保
で
き
た
こ
と
は
、

携
わ
る
従

業
員
一
人
ひ
と
り
の
日
々
の
努
力

と
友
の
会
を
含
め
た
関
係
者
の
皆

様
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、

海
外
に
目
を
向
け
ま

す
と
、

中
国
市
場
に
お
い
て
は
、

景
気
悪
化
等
の
影
響
も
あ
り
、

物

量
が
計
画
に
対
し
て
減
少
す
る
等

市
場
の
要
求
も
急
速
に
変
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、

東
南
ア
ジ
ア
市
場
へ
の

 
富
士
電
機
労
働
組
合

　
 
 
 
三
重
支
部
委
員
長

　
　
 
　
　
　
 
大
倉
 
竜
児

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

ご
家
族
の
皆
様
共

々
、

清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
達
労
働
組
合
は
、

昨
年
の
七

月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
三
重
支
部

第
八
回
定
期
大
会
に
て
、

運
動
方

針
の
確
認
と
新
た
な
補
強
を
追
加

し
、

執
行
部
全
体
で
よ
り
一
体
感

を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、

昨
年
の
五
月
一
日
に
は

新
天
皇
が
ご
即
位
さ
れ
「

平
成
」

か
ら
「

令
和
」

へ
と
新
し
い
時
代

が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

こ
の
令

和
に
は
、
「

人
々
が
美
し
く
心
を

寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま
れ
育

つ
」

と
言
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、

一
人
ひ
と
り
の
日
本
人
が

明
日
へ
の
希
望
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ

の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が

で
き
る
、

そ
う
し
た
日
本
で
あ
り

た
い
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

私
自
身
も
日
々
「

心
」

を
磨
き
常
に
成
長
し
て
い
き
た
い

と
、

改
め
て
感
じ
た
出
来
事
で
あ

り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、

昨
年
も
熊
本
や
北
海

道
で
は
震
度
六
を
超
え
る
大
き
な

地
震
や
記
録
的
暴
風
と
な
っ

た
台

風
十
五
号
、

関
東
甲
信
越
地
方
、

静
岡
県
、

新
潟
県
、

東
海
地
方
等

で
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を
記

録
し
た
台
風
十
九
号
な
ど
、

自
然

災
害
が
続
い
た
年
で
あ
り
、

災
害

へ
の
備
え
を
真
剣
に
考
え
さ
せ
ら

れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、

富
士
電
機
の
経

営
状
況
は
、

米
中
貿
易
摩
擦
に
よ

る
景
気
悪
化
の
影
響
に
よ
り
、

コ

ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
の
需
要
減
少
を
主

要
因
に
、

上
期
決
算
に
お
い
て
、

売
上
高
、

営
業
損
益
、

経
常
損
益

純
損
益
共
に
対
前
年
減
収
減
益
と

な
り
、

年
間
の
見
直
し
予
算
で
は

対
前
年
度
で
増
収
で
は
あ
る
も
の

の
、

減
益
と
な
る
計
画
と
な
っ

て

お
り
ま
す
。

　
食
品
流
通
事
業
及
び
三
重
工
場

は
、

上
期
決
算
に
お
い
て
、

物
量

が
伸
び
悩
む
国
内
・
中
国
自
販
機

部
門
を
好
調
な
コ
ン
ビ
ニ
向
け
シ

ョ
ー

ケ
ー

ス
ビ
ジ
ネ
ス
で
挽
回
を

し
、

対
前
年
減
収
増
益
と
な
り
ま

し
た
。

年
間
の
見
直
し
予
算
で
は

二
０
二
０
年
機
の
缶
・
給
茶
機
等

の
国
内
自
販
機
と
新
規
顧
客
開
拓

が
進
ん
だ
ア
ジ
ア
自
販
機
、

国
内

コ
ン
ビ
ニ
向
け
商
材
に
て
対
前
年

減
収
増
益
の
計
画
と
な
っ

て
お
り

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ

て

お
り
ま
す
。

　
労
働
組
合
は
、

事
業
環
境
の
厳

し
い
状
況
に
お
い
て
も
、

活
動
の

原
点
と
な
る
『

対
話
』

を
大
切
に

「

対
話
と
参
画
で
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う
」

と
い

う
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、

三
重
地

区
全
体
が
「

ワ
ン
チ
ー

ム
」

と
な

る
よ
う
、

精
一
杯
の
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
の

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
、

友
の
会
の
皆
様
の
益

々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

友
の
会
だ
よ
り

令
和
二
年
一
月
一
日

富
士
電
機
三
重
退
職
者
友
の
会

六
六
三
名

発
行
責
任
者

日
比

正
徳

（
友
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
見
て
下
さ
い
）

謹 賀 新 年

（趣味の会 カメラ部 前田 潤さん撮影）


